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●取り巻く経営環境は、少子高齢化による生産年齢人口の減少が続くと予想されること

　から、経営に影響を受けることは避けられない。

●第３四半期は、上野・東京ラインや、北陸新幹線開業効果により収入が増加したが、

　一方で営業費用も伸び、留意する必要がある。

●経済動向は、厳しさと不透明感を強めている。

●総額人件費として将来にわたり影響を及ぼすベアについては、中長期的な経営環境を

　視野に入れて判断しなければならない。昨年・一昨年とは様相が違う。

＜   ＪＲ東日本会社より現状認識が示される！  ＞

●Ｈ２４年の新人事・賃金制度及び２年連続で実施した賃金改善等が、経営に与える影響を

　総合的に判断する。

●世の中の動向を踏まえ、突出感を与えることのないように留意する。


